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報道機関 各位 

 

配布先：文部科学記者会、科学記者会、名古屋教育記者会 

 

 

 

 

【本研究のポイント】 

・オタマジャクシの間はフンをしないカエル（アイフィンガーガエル）がいることを発見した。 
・本種は木の洞や竹の切り株などの樹上の非常に小さな水場で幼生（オタマジャクシ）が

育つため、有毒なアンモニアによって生息の場が汚染される可能性がある。 
・アイフィンガーガエルは幼生の間、フンをしないことを観察で突き止め、幼生のアンモニ

アの排出量が非常に少ないことを実験で示した。 

・さらに、本種の幼生はアンモニア自体への耐性が高く、高アンモニア条件でも幼生が

、岡田 泰和教授らの研究グループ

は、オタマジャクシの姿でいる間はフンをしないカエルがいることを新たに発見しました。 

 石垣島や西表島、台湾に生息するアイフィンガーガエル。本種の幼生（オタマジャクシ）は、

天敵の少ない、木の洞や竹の切り株などの樹上の小さな水場で育ちます。

他種に比べてアンモニアの排出量が非常に少ない一方で、腸内には高濃度のアン

モニアを保持していることを明らかにしました。さらに、本種は他種に比べてアンモニアへ

の高い耐性も持っていることが分かりました。これらの結果から、アイフィンガーガエルは

小さな水場という特殊な環境において、「アンモニアの排出量を抑える」、「アンモニアへの

耐性を高める」
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【研究背景と内容】 

石垣島や西表島、台湾に生息するアイフィンガーガエル(Kurixalus eiffingeri)では、

魚類や甲殻類などの天敵が少ない、木の洞や竹の切り株などの樹上の小さな水場で幼生

(オタマジャクシ)が育ちます(図 1)。このカエルは日本で唯一の子育てをするカエルであ

り、父親が卵を乾燥や天敵から守り、母親は自身の無精卵を幼生のエサとして与えます。

幼生は母親の産んだ卵のみを食べてカエルになるまで育ちます。母親が卵という形で水

場の外からエサを運んでくることで、エサの少ない小さな水場でも幼生が生きていける

と考えられています。しかしながら、小さな水場には他にも直面する問題があります。 

 
 

 

動物の生息環境と窒素化合物の排出方法注 1）には密接な関係があります。アイフィンガ

ーガエルのように小さく、閉鎖的な環境に生息する生物では、
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(50mM 塩化アンモニウム)でもほとんど死亡することがありませんでした(図 5 青色)。

アイフィンガーガエル幼生も高濃度のアンモニアでは死亡していることから(濃青色)、アイ

フィンガーガエル幼生は他種カエルに比べて環境中のアンモニアに高い耐性を持ちなが

らも、高濃度のアンモニアにさらされると死亡してしまいます。これを避ける上で排便を

行わないという行動は有利に働くと考えられます。 

 

【成果の意義】 

本研究の結果から、木の洞や竹の切や
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